
学校だより 令和５年11月号 知名町立住吉小学校
奄美群島
日本復帰

７０周年記念

メールアドレス sumiyoshisho2@po3.synapse.ne.jp 11月30日発行

良書との出会いは心の栄養，人生の糧 校長 牧口 廣久
天を突いて真っすぐに伸びるイチョウの木。黄金色の葉っぱが美しい秋

の風物詩です。イチョウは現存する植物の中で最も古いものの一つで，太
古の昔から姿を大きく変えることなく，種として存続しているため，生き
た化石とも呼ばれています。また，中国には樹齢２８００年といわれるイ
チョウの木もあるほど生命力が強いです。
さて，１０月２７日から今月９日までは読書週間でした。また，本棚に

並ぶ本を「１１１」と見立てたことから，１１月１日は「本の日」となっ
ています。新しい知識に触れたり，深い人生観が込められた一節に感動が
広がったりと読書には人を引き付けてやまない魅力があります。絵本『葉
っぱのフレディ』は主人公である葉っぱのフレディが，まるで人間の一生
のように描かれている絵本で，人生には，その時々に美徳があることを教
えてくれています。脳科学者の茂木健一郎さんは，「本を読んだ数だけ（読
んだ本を積み上げて山にして）その高さから世界が見える。様々なジャン
ルをバランスよく読めば，山はすそ野が広く，強固になります。」と語って
います。読書の目的は，新しい情報を得るためや趣味として楽しむためな
ど様々あります。様々な表現や人間の生き方に触れることができる読書は，
一人の人間が持つ可能性を大きく開いてくれることでしょう。

親と子の心をつなぐエピソード
思春期を迎えた息子の気ままな言動に悩む夫妻が，ある知り合いの人に

相談しました。 考えた揚げ句こう言いました。「我が家では子どもにこう
教えています。物事の判断に悩んだときは，それを実行したら，お母さん
がどんな顔をするのかを想像しなさいと。心の中の母親が笑顔なら果敢に
挑戦しよう。失敗してもそれは敗北ではない。逆に，悲しい顔なら，目先
の損得などに惑わされず絶対にやらない」との趣旨でした。この話を伝え
聞いた息子は，その後，態度が改善したといいます。母を思う，この心の
ある人は，人生を正しい軌道で歩んでいけることでしょう。
もうひとつは，父と息子がプロ野球のテレビ中継を見ていました。その

日，初勝利を挙げた投手は、息子と同世代。インタビューで「この喜びを
誰に伝えたいですか」との質問に「両親です」と答えました。息子が「ぼ
くもそう言うかな」と共感すると，父が言いました。「喜びや感謝の言葉は，
母さんに伝えればいい。反対に，お前が〃俺はもうだめだ〃と心が折れた
ときは，必ず父さんに連絡をよこしなさい」と。順調な時よりも，苦悶の
渦中の時こそ必要としてほしい。そう思い思われるかは，人間関係の深さ
を測る１つの物差しでしょう。

たくさんのお客様にご来場いた
だいた学習発表会が，字演目も交
えて開催されました。当日にむけ
ての体育館の会場設営は，子ども
たちがすべて清掃・準備を行いま
した。そして，久しぶりに多くの
方々の前での本番。子どもたちは
ドキドキワクワクな気持ちで，せ
いいっぱい発表をすることができ
たと思います。その様子を見守る
保護者や字の皆さまのあたたかい
まなざしにつつまれている住吉小
の子どもたちは幸せだなあと感じ
ました。さらに，各字の発表では，
大津勘・徳時字『稲すり節』，住吉
字『奄美のさすらい千鳥』，正名字
『禁酒節』の披露をいただき，あ
りがとうございました。校区のあたたかさが伝わる地域合同の学習発表会となりました。

正名老人会ふれあい活動 住吉老人会ふれあい活動 大徳老人会ふれあい活動

（11月1日 ５・６年） （11月6日 3・4年） (11月７日 1・2年)

７日（木） 人権教室（２校時）
８日（金） 校内持久走大会（8:50～9:50） 学級ＰＴＡ（午後）
９日（土） ＰＴＡ街頭指導 土曜授業（学力向上） イルミネーション設置作業・点灯
11日（月） 校内持久走大会予備日（11日開催の場合 9:00～10:00）
16日（土） 家庭教育学級【クリスマスミニパーティ】
20日（水） 心の教育推進委員会 22日（金）ＰＴＡ街頭指導 終業式 【給食あり】

＊12月の行事予定＊

＊ 地域合同学習発表会 ～ご来場、ありがとうございました～ ＊

住吉小コミュニティ・スクール【がじゅまるクラブ】の様子

がじゅまる農園じゃがいも植えつけ （11月19日） ↑

学校と地域が連携して住吉小の教育活動をサポートしてい
ただく「がじゅまるクラブ」の活動を今後も紹介していき
ます。これまでもすでに取り組んでいたことですが，『で
きることを できるときに』をモットーに無理のない範囲
で，子どもたちのために，ＰＴＡ会員以外の校区の皆さま
のお力ぞえをいただけたら･･･と考えています。


